
環境影響評価法における風力発電所の規模要件見直しに伴う愛知県 

環境影響評価条例の対応について 

 

１ 環境影響評価法における風力発電所の規模要件見直し 

 ○ 国は、環境影響評価法（以下「法」という。）の風力発電所の規模要件を以下のとおり

改正する。 
   
 

 

  ※１ 第一種事業：必ずアセス手続を行う事業 
※２ 第二種事業：アセス手続を行うかどうか個別に判定(スクリーニング) 

○ 併せて、国は、以下２点について継続して検討し、2022 年度中に結論を得ることとし
ている。 
 ① より幅広なスクリーニングの導入 

② 簡易かつ効果的なアセス手続の導入 

   

 ○ また、国は、規模要件の見直しに伴い法の対象外となる規模の事業（7,500kW 以上 3.75

万 kW 未満）について、地域の実情に応じて、条例により適切に手当をしていくことが重

要との考え方である。 
 

２ 法における風力発電所の規模要件見直しに伴う本県の対応 

○ 愛知県環境影響評価条例（以下「条例」という。）の風力発電所の規模要件について、

以下のとおり規則を改正する。 

 

 
※３ 現行の規模要件は、法の第二種事業と同規模としており、法のスクリーニングの結果、

法の手続を実施しないこととなった事業を条例の対象としている。 
 

＜理由＞ 

・ 規模要件の上限については、法と条例の間

に空白が生じないよう引き上げる（１万 kW

未満→５万 kW 未満）。 

 

・ 下限については、国における①及び②の結論

が出されてから、改めて検討することとし、今
回は変更しない。 

図 風力発電所のアセス規模要件 

改正内容(案)：第一種事業※１ １万 kW 以上 → ５万 kW 以上 

        第二種事業※２ 7,500kW 以上１万 kW 未満 → 3.75 万 kW 以上５万 kW 未満 

施 行 日：2021 年 10 月 31 日（予定） 

資料９ 

改正内容(案)：7,500kW 以上１万 kW 未満※３ → 7,500kW 以上５万 kW 未満 

施   行   日：2021 年 10 月 31 日（予定） 
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